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二松学舎大学人文学会第 126 回大会 

 

◆日  時 2023 年 7 月 22 日（土）13:00～（開場 12:30） 

◆開催方式 対面＋講演のみオンライン（YouTube配信） 

◆会  場 講演：二松学舎大学 九段キャンパス 1 号館 B2 階中洲記念講堂 

      研究発表：二松学舎大学九段キャンパス 1 号館 2 階 201/202 教室 

オンライン：二松学舎人文学会 YouTube チャンネル（講演のみ） 

◆備  考 事前申し込み不要・参加費無料 

◆プログラム 

13:00     開会挨拶 

13:05～14:45 研究発表（各 30 分(発表 20 分、質疑応答 10 分)） 

産む性の心身両義性 ――川上未映子「乳と卵」論―― 

文学研究科国文学専攻 博士前期課程修了 初芝 里帆 

兼家による『蜻蛉日記』執筆要請の実相 ――上巻冒頭部の検証を通して―― 

浦和明の星女子中学高等学校教諭 大貫 正皓 

幽霊が出現する「状況」はいかに描かれるか  

映画『回路』を題材に考える幽霊とメディアとの関係性 

国際日本学研究科国際日本学専攻 博士前期課程 2 年 丁   潔 

夏目漱石『満韓ところどころ』における「韓」の表記について 

文学研究科国文学専攻 博士後期課程 1 年 王   風 

唐代中期の季札評 

文学研究科中国学専攻 博士前期課程 2 年 三木 啓介 

明治期の漢詩人大江敬香について ――その「西詩体」を中心として 

文学研究科中国学専攻 博士後期課程 3 年 胡  加貝 

 

15:00～16:30 講  演 《あわい》の時代に夏目漱石を読む 

下掛宝生流能楽師 安田 登 氏 

16:45～17:30 総  会



 

【
研
究
発
表
要
旨
】 

 
産
む
性
の
心
身
両
義
性
―
―
川
上
未
映
子
「
乳
と
卵
」
論
―
― 

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程
修
了 

初
芝 

里
帆 

 

「
乳
と
卵
」
は
、
主
人
公
で
あ
る
夏
子
の
東
京
の
ア
パ
ー
ト
へ
大
阪
で
ホ
ス
テ
ス

を
し
て
生
計
を
立
て
る
姉
の
巻
子
と
、
そ
の
娘
で
半
年
前
か
ら
筆
談
で
会
話
を
す
る

緑
子
の
二
人
が
訪
れ
二
泊
三
日
を
過
ご
す
物
語
で
あ
る
。
大
阪
弁
と
標
準
語
を
織
り

込
ん
だ
「
川
上
語
」
と
も
評
さ
れ
る
特
異
な
文
体
に
よ
り
言
葉
と
身
体
を
主
題
に
書

き
得
た
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
第
一
三
八
回
下
半
期
芥
川
龍
之
介
賞
を
受
賞

し
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
川
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
が
引
用
さ
れ
、
他

者
と
の
関
係
に
お
い
て
〈
言
葉
に
で
き
な
い
／
示
せ
な
い
〉
と
言
葉
で
表
現
す
る
こ

と
の
限
界
を
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
た
系
譜
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
発
話
で
表
現
さ

れ
る
言
葉
の
意
味
を
一
義
的
に
取
り
上
げ
た
解
釈
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。 本

発
表
で
は
緑
子
の
大
ノ
ー
ト
及
び
緑
子
・
巻
子
の
母
娘
関
係
に
注
目
し
、
言

葉
と
身
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
交

錯
す
る
か
を
考
察
す
る
。 

       

  

兼
家
に
よ
る
『
蜻
蛉
日
記
』
執
筆
要
請
の
実
相 

―
―
上
巻
冒
頭
部
の
検
証
を
通
し
て
―
― 

浦
和
明
の
星
女
子
中
学
高
等
学
校
教
諭 

大
貫 

正
皓 

 

『
蜻
蛉
日
記
』
は
、
不
安
定
な
結
婚
生
活
に
お
け
る
心
の
遍
歴
を
記
し
た
道
綱

母
の
女
流
日
記
文
学
と
し
て
著
名
だ
が
、
一
方
で
本
作
は
一
〇
世
紀
中
葉
、
九
条

流
藤
原
氏(

師
輔
一
門)

の
私
家
集
や
物
語
の
盛
行
と
連
動
し
た
書
と
し
て
、
兼
家

一
門
の
文
化
面
で
の
優
位
性
を
示
す
べ
く
兼
家
が
道
綱
母
に
執
筆
要
請
し
た
も

の
と
す
る
見
方
が
存
在
す
る
。
発
表
で
は
そ
の
実
相
が
天
皇
に
入
内
し
た
娘
の
超

子(

冷
泉
天
皇
女
御)

及
び
詮
子(

円
融
天
皇
女
御)

の
後
宮
に
向
け
て
の
執
筆
要

請
で
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
后(

娘)

や
女
房
に
読
ま
せ
る
も
の
と
し
て
『
蜻
蛉
日

記
』
が
要
請
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。 

序
文
、
求
婚
導
入
場
面
、
求
婚
発
展
場
面
に
は
、
従
来
の
貴
顕
と
女
性
の
恋
愛

交
渉
に
は
見
ら
れ
な
い
、
女
性
の
立
場
か
ら
の
貴
顕
へ
の
批
判
性
を
有
す
る
描
写

が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
内
容
は
后(

娘)

や
女
房
に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

享
受
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
戯
画
的
と
も
い
え
る
兼
家
の
人
物
造
型
の

在
り
方
や
、
時
姫
腹
の
超
子
や
詮
子
が
父
と
道
綱
母
の
恋
愛
模
様
を
綴
っ
た
日
記

を
読
む
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
も
、『
枕
草
子
』
や
『
更
級
日
記
』
の
記
述
を
援

用
し
、
検
証
を
行
な
う
。 

後
半
は
代
表
的
な
成
立
時
期
推
定
の
先
行
論
に
も
触
れ
、
そ
の
上
で
超
子
及
び

詮
子
の
後
宮
に
提
出
さ
れ
た
と
想
定
す
る
本
作
の
、
上
・
中
・
下
巻
の
提
出
の
実

態
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。 

 



 

  
幽
霊
が
出
現
す
る
「
状
況
」
は
い
か
に
描
か
れ
る
か 

映
画
『
回
路
』
を
題
材
に
考
え
る
幽
霊
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
性 

国
際
日
本
学
研
究
科
国
際
日
本
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程
二
年 

 

丁 

潔 

 

近
代
以
降
、
外
来
文
化
や
メ
デ
ィ
ア
変
容
の
影
響
を
受
け
た
「
日
本
の
幽
霊
イ

メ
ー
ジ
」
は
、J

ホ
ラ
ー
と
い
う
舞
台
を
つ
う
じ
て
独
自
の
そ
れ
を
海
外
へ
と
輸

出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て1

9
9
0

年
代
か
ら
現
在
ま
で
のJ

ホ
ラ
ー
の
展
開
を

み
て
み
て
も
、
幽
霊
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
に
関
与
す
る
「
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
レ
イ
ヤ
リ

ン
グ
」
（
前
川,

 
2
01
1

）
は
少
な
か
ら
ず
変
容
し
つ
つ
あ
る
。 

「
幽
霊
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
の
緊
密
な
関
係
は
、
昨
今
に
お
け
るJ

ホ
ラ
ー

作
品
の
な
か
で
、
様
々
な
か
た
ち
で
表
象
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
研
究
で
は
『
邪
願

霊
』（
石
井
て
る
よ
し
、1

9
88

年
）
や
『
リ
ン
グ
』（
中
田
秀
夫
、1998

年
）
な
ど

を
含
め
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
るJ

ホ
ラ
ー
を
代
表
す
る
作
品
群
に
触
れ
る
な
ど

し
な
が
ら
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
主
要
な
分
析
対
象
と
し
て
『
回
路
』（
黒
澤
清
監

督
、20

0
1

年
）
―
―
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
初
頭
に
公
開
さ
れ
た
本
作
品
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
現
前
す
る
幽
霊
が
登
場
人
物
の
日
常
的
な
「
状

況
」
を
脅
か
す
様
子
が
描
か
れ
る
―
―
を
分
析
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の

映
画
に
お
い
て
幽
霊
が
出
現
す
る
「
状
況
」
が
い
か
に
演
出
さ
れ
て
い
る
の
か
に

注
目
す
る
。
そ
し
て
現
代
的
な
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
お
け
る
幽
霊
表
象
の
変
化
と
、

そ
の
文
化
的
意
味
の
変
容
を
考
え
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
「
幽
霊
」
と

「
メ
デ
ィ
ア
」
と
の
関
係
性
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

  

  

夏
目
漱
石
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
に
お
け
る
「
韓
」
の
表
記
に
つ
い
て 

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
一
年 

王 

風  

一
九
〇
九
年
九
月
か
ら
十
月
、
約
一
ヶ
月
半
の
日
程
で
、
夏
目
漱
石
は
中
国
東

北
地
方
と
朝
鮮
を
旅
行
し
た
。
漱
石
が
帰
国
し
た
十
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
日
ま
で
、
そ
の
旅
行
の
紀
行
文
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
が
東
京
と
大
阪
の
『
朝

日
新
聞
』
に
五
十
一
回
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
。
新
聞
連
載
以
外
、

「
満
韓
の
文
明
」
、「
満
韓
視
察
」、「
韓
満
所
感
」、
と
い
う
三
つ
の
新
聞
評
論
が
残

さ
れ
、
漱
石
の
日
記
に
も
関
連
す
る
発
言
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

『
満
韓
』
を
構
成
す
る
「
満
洲
」
と
「
韓
国
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
は
、
今
ま

で
も
固
有
名
詞
と
し
て
日
本
社
会
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
理
概
念
と
し

て
の
定
着
が
近
代
植
民
帝
国
の
力
に
よ
る
結
果
と
い
う
事
実
は
そ
れ
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
い
な
い
。 

本
発
表
は
ま
ず
、
近
代
に
お
け
る
「
韓
」
と
い
う
呼
称
の
由
来
と
変
容
を
考
察

し
、
そ
の
う
え
、
そ
の
変
容
を
促
し
た
日
本
政
府
の
意
志
を
明
ら
か
に
す
る
。
つ

ぎ
に
、「
韓
」
と
い
う
名
称
の
変
容
期
に
完
成
さ
れ
た
漱
石
の
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
』
に
お
い
て
も
、「
韓
」
に
関
連
す
る
言
葉
の
使
用
状
況
を
分
類
・
集
計
し
、
そ

の
よ
う
な
朝
鮮
の
土
地
や
民
族
を
指
す
呼
称
が
短
期
間
で
変
容
し
た
事
実
を
確

認
す
る
。
最
後
に
、
漱
石
の
「
文
学
的
な
手
法
」
が
日
本
政
府
の
「
政
治
的
な
手

法
」
と
同
調
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

  



 

  
唐
代
中
期
の
季
札
評 

文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻 

博
士
前
期
課
程
二
年 

三
木 

啓
介 

 

春
秋
時
代
の
呉
の
季
札
（
季
子
）
は
、
父
と
兄
た
ち
が
譲
ろ
う
と
し
た
王
位
を

受
け
な
か
っ
た
謙
譲
の
人
と
し
て
名
高
い
。
そ
も
そ
も
呉
は
、
周
の
太
伯
が
そ
の

末
弟
に
王
位
を
譲
る
た
め
、
南
方
に
移
住
し
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
て
い
る
。
季

札
と
太
伯
が
王
位
を
継
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
呉
の
歴
史
を
彩
る
美
談
と
し
て
、

後
世
の
史
書
や
文
学
作
品
で
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

し
か
し
唐
代
中
期
に
入
る
と
、
独
孤
及
が
「
呉
季
子
札
論
」
を
著
し
て
季
札
の

譲
位
を
強
烈
に
批
判
し
た
。
ま
た
独
孤
及
よ
り
や
や
遅
れ
て
、
季
札
批
判
へ
の
反

論
を
記
し
た
蕭
定
「
改
修
呉
延
陵
季
子
廟
記
」
、
ま
た
独
孤
及
と
は
異
な
る
観
点

で
の
季
札
批
判
を
載
せ
た
権
徳
輿
「
志
過
」
が
著
さ
れ
た
。 

上
述
し
た
三
つ
の
文
献
は
い
ず
れ
も
、
な
ぜ
太
伯
の
譲
位
は
呉
の
興
隆
を
も
た

ら
し
た
の
に
、
季
札
の
譲
位
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
呉
は
滅
ん
だ
の
か
、
と
問
う
た

う
え
で
季
札
へ
の
評
価
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
季
札
評
は
八
世
紀
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
成
立
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
々
が
同
じ
テ
ー
マ
で
異
な
る

評
価
を
し
て
い
る
。
う
ち
独
孤
及
「
呉
季
子
札
論
」
は
先
行
研
究
で
両
宋
期
へ
の

継
承
と
い
う
観
点
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
蕭
定
と
権
徳
輿
の
論
は
そ
れ
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
三
人
が
ど
の
よ
う
に
季
札
を
評
し
た
か

を
論
じ
、
唐
代
中
期
の
歴
史
認
識
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。 

   

  

明
治
期
の
漢
詩
人
大
江
敬
香
に
つ
い
て 

―
―
そ
の
「
西
詩
体
」
を
中
心
と
し
て 

文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
三
年 

胡 

加
貝  

木
下
彪
は
著
書
『
国
分
青
厓
と
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
漢
詩
界
』
の
中
で
末
松

謙
澄
と
大
江
敬
香
が
漢
詩
改
良
運
動
を
起
こ
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
筆
者

は
主
に
末
松
謙
澄
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
が
、
漢
詩
改
良
運
動
の
実
作
者
と
し

て
は
末
松
謙
澄
以
上
に
大
江
敬
香
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
江
敬

香
に
つ
い
て
は
、
三
浦
叶
が
「
洋
詩
の
漢
詩
訳
―
大
江
敬
香
の
洋
詩
を
主
と
し
て
」

の
中
で
大
江
の
洋
詩
の
漢
訳
に
つ
い
て
、
村
敬
宇
・
末
松
謙
澄
・
森
鷗
外
・
内
田

遠
湖
・
柳
井
絅
斎
な
ど
と
並
べ
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
合
山
林
太
郎
が
『
幕
末
・

明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』
の
中
で
大
江
の
「
平
仄
廃
止
論
」
に
つ

い
て
論
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
先
行
研
究
で
は
、
明
治
詩
壇
で
活
躍
し

て
い
た
大
江
敬
江
の
詩
学
の
素
養
、
及
び
そ
の
試
み
た
「
西
詩
体
」（
森
槐
南
の
指

摘
）
の
特
徴
に
つ
い
て
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
発
表
で
は
『
敬
香
遺
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
大
江
の
詩
作
、
及
び
『
史
海
』
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た

西
詩
体
を
取
り
上
げ
て
、
前
述
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

 


